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I tried to improve general education (on Geoscience) in Niigata University, and here summarize and
report the experiences of the practice. The first important point is to collect questionnaires on impres-
sions, questions, requests, complaints and/or any opinions on the lecture from many (ca. 100 or more)
students in every lecture, and to summarize these comments into the prints with some teacher's comments
which will be given to students in the next lecture. The second point is to use as many educational
specimens and materials as possible. This style was very effective to mutual communications in the class
and was received with fresh and strong impressions by students. My phylosophy on education can be
expressed in the following saying: to teach is to give emotion.
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はじめに

筆者は理学部における教職科目について一つの教育

実践の報告をしたことがある（赤井、1993）ol994年度

初めて、教養科目を担当したが、これも私にと一つては、

他学科の学生を対象とした教職科目（地学概論II）へ

のとりくみの延長線上にあった。そこでこの教職科目

（地学概論II）と教養科目の地学主題の講義を担当し、

実践してみての経験を報告したいと考える。これは一

つの教育改善への試案、教育方法の提案としてまとめ

たつもりであるが、ご批判を得たいと思う。

このやり方は、私自身の1991年からの試行錯誤的工

夫の結果の産物であるo　現在では何人かの人が、同様

のやりかたをやつておられることも知つているが、当

初、新潟大学五十嵐地区のなかでは私だけであつたと

思う　ー（それは、学生の感想にも「これまでこのように

やつてくれた先生はいなかつた」といつたような感想

が多数あったことからイ司える）。

現在戦後最大の大学改革、教育改革を迎えていると

いわれ、大学教育の問題は社会的にも問われている。

講義をしている教師は過半数の学生がわかっているつ

もりで講義しているのに、聴講している学生はよくわ

からない、全くわからないのが過半数を越えていると

いう、徳島大等でのアンケ－ト調査結果がNHKの報

道のなかでとりあげられていた。これは現在の高等教

育のゆがみの一端を示したものであるが、ことの本質

はそれほど単純ではないだろう。このような状況を分

析したり、教育の改善を目指しての実践経験や論説を

まとめた論文・著書もいくつかだされている（東海高

校教育研究所、1991；高等教育研究会、1992；浅野誠、

1994：「21世紀の自然科学系大学教育に向けて」編集

委員全、l994）

今回の私の試みは、学生にとつてわかる講義、学生

も主体として参加する講義、教師と学生の相互協力・

相互のコミュニケーションで一緒につくる講義、学生

が感動をもって受けとめる講義をめざしたものであ

る。
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講義の概要

(1) 教職地学 ( 地学概論ⅠⅠ) は1 99 1 年度か ら1 99 3 年

皮 (1 99 4 年 2 月) までお こな い ､ 聴講学生数は毎年度

1 0 0 名弱｡ 2 年生も い るが ､
3

､
4 年生が主体 ｡ 教職で

あるから地質鉱物学科を除く､ 物 理 ､ 化学 ､ 生物 の学

生が主であ っ た｡ 例外的に数学の学生が 1
- 2 い た こ

ともあ っ た｡

こ の 3 年間は
一

つ の 統 一 テ ー マ として ｢ 地球環境の

変遷+ と いうことで ､ 行 っ た ｡

そ の概要はほぼ以下の とおりである ｡

雲仙火 山災害

地球 の構成 と構造に つ い て

地球初期過程

地球 の 構成物質として の 鉱物

生物が つ く る鉱物

ア ス ベ ス ト問題

沸石 に つ い て

地球 の 構成物質として の 岩石

環境保全の 第
一

条件と して の 平和

戦争 ･ 核戦争 は最大の 環境破壊

(学生 の 声4 をうけて) 科学
･

人間 ･ 社会 に つ い て

地球 の 資源

大気環境 の 変遷

水域環境 の 変遷､ 砂漠化､

化学物質 によ る環境汚染

地球46億年 の 歴史､ 概略

生物の 進化

い きて い る化石 ､ レ リ ッ クと は

地康 (環境) の 変遷か ら なにを学び

何を現在の 環境問題 に い か すか

(年によ っ て ウ ェ イト のお きかた はやや違 っ た
､
ま

た学生の 意見 ･ リ ク エ ス トによ っ て や る内容を補足 し

たり ､ 変更したりもした)

(2) 教華での 地学 (地学主題ⅠⅠ) は地学 の固体地球

に関する全般的な内容と共に前年まで の やりか たを活

かそうと､ 環境問題を積極的に とり い れた ｡ 聴講学生

は1 0 0名程度だ っ た ｡ 1 9 94 年前期 ｡

実際にや っ た 内容は概略以下の とおり (学生の 声に

よ っ て軽重を つ けたと こ ろもある) 0

地球観 の 変遷

歴史科学としての 地学
･

地球科学

地球 の 歴史と時間

(石 の 文 明 と科学の 発展)

地球 の 構成物質 と構造

地球 の 層状構造と 地 球の 大きさ : コ ン パ ス で 地 球を描 い て

み よう

鉱物と岩石 : その 様々 な性質を実験して み よう､ 偏光実験

他 宝石

地 下か らの 贈 り物: 鉱物の 諸物性､ そ の 光と影

環境と鉱物 : 環境問題に役 立 つ 鉱物 (沸石) ､ 環境問題に か

か わ る鉱物､ ア ス ベ ス ト

生物と鉱物 : 生体鉱物 とは ､ 生体 と無機鉱物 の か か わ り

地球環境問題概説

酸性雨問題

新潟の 酸性雨 ･ 雪に含 まれ る無機物質の 研究か ら

温 暖化と 地球史の 観点

オ ゾ ン 層破壊

資源の 生成と 地球史

資源問題 : 資源 の 将来は

生物が つ く る地 下資源: バ ク テ リア と 鉱物､ 地 球 史の なか

で の 生成

生物の 進化 と地球 の 歴史

大気 ･ 海洋の 歴史

生命の 誕生､ 生物進化と 地球史

(生きて い る化石 : 身の まわり の 例をさが そう)

こ の講義の 目標 ･

概要は以下 の ように考 えた : 地

球 と い う存在が今 ほ ど注目され るように な っ た時期

は歴史上な い ｡
それは科学 と技術 の進歩 により地球

の全貌 をとらえ得 るようになり､ 又相対的に小 さく

も感じさせ るようにな っ てきた と い う事でもあり､ 加

えて ､ かけがえの な い こ の狭 い 地球 の環境が深刻に病

んで い る事が明らか にな っ たからである ｡ こ の 講義で

は ､ 人類にと っ て の 地球観 の変遷､ 地球環境の変遷 と

歴史､ そ の歴史と生物進化
･ 地球資源の 生成に つ い て

広く概観する こ とを主にめ ざし､ さらに現在の 地球 で

の 無機物質 ･

鉱物と生物
･

微生物と の 関わりや ､ 環境

と鉱物の 関わ り等､ 最新 の研究成果にふ れ､ ま た最近

関心を集め る環境問題もとりあげた｡ 環境問題 に つ い

て は､ 人間 ･ 社会 の かか わりもあり､ こ の ような点に

も踏み込ん で考えるようにした ｡

私の やりか た

私 のやりかた
･ 工夫 の要点 ･ 意図する と こ ろは以下

の とおりである｡

(1)
一

つ は ､ 手 ご ろな大きさの 白紙 の 出席カ
ー

ドに

氏名とともに講義 へ の感想 ･ 意見 ･ 苦情 ･ 質問を積極

的に書かせ ると いうこと ､ そしてそこ に出され た意見､

質問､ 感想を次回の 講義プリ ン トにまとめて ､ 学生 の
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反論 ･ 苦情までを､ 講義参加者全体の もの にすると い

うこ とである ｡
こ れ の意義等に つ い て は後にもう少し

ふれ るとして ､ そ の プリ ン トの 例を図1 に載せ る｡

こ れを見て い ただ ければ概略はわか っ て い た だける

であろう｡ ま た こ れ に類した - - と い っ て も多数の 感

想をプリ ン トに して毎週返すと いうの は行われ ては い

なか っ た と思うが ､
シー マ ル (会話型多人数講義) と

い う名で物理学の 田中 - 氏
､
坂東昌子氏の試みがすで

にあ っ た こ と (坂東昌子､ 1 9 91 ; 勝木渥､ 19 94) は ､

こ の 実践 の あとで知 っ た ｡
たしか に坂東氏が いうよう

に
､ 教師が教えられる こ と大であり､ 学生は積極的講

義参加を望ん でおり ､ 学生か ら教えられ ると こ ろも大

き い ｡ こ れら の点も含めて私の経験をあとで詳述しよ

う｡

(2) もう
一

つ は実物教育を徹底すると いうこ と､ 特

に手にふれ る､ 普 が聞 こえる教材を積極的に活用する

と いうこ とである｡

例えば ､ 私 の専門の 鉱物学 ､ 地学と いう特殊性にも

よるであろうが ､ 様 々 な素材がある｡ 例えば ､ 岩石 ､

鉱物, 化石 ､ また最初 の ほうで地球 の大きさを､ と い

う ことで ､
コ ン パ ス をまわし

一

部実習的なことを授業

の なかでや っ てしまう､ と いう こともした｡ ( こ の時は

コ ン パ ス 5 ケ だ っ た が
､ 来年度からは教養教育の経費

に よ っ て 1 0 ケ か 20 ケ 使 っ て や ろうと思 っ て い る)

放射能鉱物ではガイガ ー ミ ュ ラ ー カ ウ ン ター の普を

だしたりした ｡ た だ ､ ビ デ オは私の趣味としてあまり

好きで はな い ､ と い うか得意でもな い の で使わなか っ

た ｡
マ ン ト ル の 重さ (正確には密度) を体験させ てや

ろうと､ か んらん岩の重 い 岩石をとくに選んでも っ て

い っ たりもした ｡
重 い 石 の サ ン プ ルを大きな箱に つ め

て理学部か ら途中何回か休みなが ら運ん で いく の は ､

かなり大変だ っ た｡

さらに付け加えて いうなら､

･

学生に何か感動を与えられ な い か ､ と いうこ とが こ

れら講義の 教育上の 基本的指針であ っ た｡

･ そう いう意味でも､ こ れまで の 高校数育まででは知

り得なか っ たであろうこ とを､ 真 理探求を目的とす

る大学の教育の なかでなければできな い視点で ､ 学

生にぶ つ ける､ つ まりそれ まで の 常識をうちやぶ る

ようなものを ぶ つ けるようにする こ とを意識した｡

こ れ こ そ大学数育と い っ たも のを､ そう い うレ ベ ル

の も のを､ 目指した｡

･

ま た教師の姿勢が最も根本にお い て問われ ると こ ろ

であろうと ､ 思 われる ｡
つ まり､ 何を訴えようと い

うのか ､ よ い こ とを 口だけで言 っ ても､ 学生は ち ゃ

ん と本質を見て い る の で ､
日頃の研偉と､ 真剣さこ

そ
､ 学生に感動を与え得 る講義となりうる背景であ

ろうと信 じる｡ こ れ は私 の今後の 課題でもある の だ

が
｡

･ サ ン プ ル とて も､ 学生と い っ て見くびる の でなく､

か れらにも本物をみせてやろう､ と い うこ とをでき

るだけ心がけた
｡

こう いうやりか たを通じて､ 本当に真剣さ( と情熱)

をぶ つ けてゆ けば ､ 人もまた自らもか わ っ て い く の

ではな い か と いう =
.
とを予感させ るもの であ っ た.

学生 の 感想に日く､

｢ こ の 講義は今まで の講義にはな い試みが多くみ ら

れ非常に新鮮なもの だ っ た｡ 毎回学生の感想が プリ ン

トで配られ る の も､ 自分達が授業に参加して い るよう

で良か っ た｡ 自分 の 意見が載ると ､ なんとなくうれし

い気持 ちに な っ たも の だ｡ + (9 4 年 2 月)

｢ 私 は物理なんぞ勉強して い るせ い か､ と かく批判

的な意見を持ちがちです｡ しかし こ の講義のやりか た

に 文句ありま せ ん ｡ 満 点 ｢ 優+ を あげま しょ う ( か と

い っ て私に優を つ けて と強要 して る 訳では な い です

よ) ｡ こ の 講義にでるようにな っ て｢ ああ､ こ の先生は

講義 のやりかたに つ い て ち ゃ ん と考えて い るんだな+

と何度も思 い ました｡ 私も将来教師になろうか と真剣

に考えて い る の で先生の ように自分の 講義を常に研究

して い く姿勢は見習 い た い と思 っ て ます｡ 講義 の すす

め方のまえに講義内容がよか っ た ･ - -

+ (9 4 年 2 月)

｢ 私 にと っ て
､
こ の 講義は た い へ ん意義の あるもの

だ っ た
｡ 授業の 内容だけでなく学生と教員が互 い に意

見をぶ つ けあ い ､ 自分 の 本音を出す こ とが できると い

う点か らである ｡
い ままで の

一

方的授業に はうん ざり

- - ･ 大学とは勉強させ られ ると こ ろではな い ｡ 自分 の

や りた い学問を自発的に研究すると こ ろである｡ そ の

一

手段 として教具が い て ､ 講義があると理解して い る｡

だ か ら大学が設ける単位の 制度には疑問も､ 大卒に た

い する世間の考え方にも疑問
- -

こ う い っ た双方向の
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授業形態は大変素晴らし い もの であると思う｡+ (94 年

9 月)

試験 ･ 評価法と レポ ー トか ら

試験は ､
レ ポ

ー

ト提出による ことに した｡ そ れ は､

私 の 講義にでて い ればそれ なりの ものをうけと るはず

である ､ それだけの もの でなければ ならな い ､ それ は

私 の 方の 責任の面も強 い と考えて い るか らである ｡ ま

た 1 年生に と っ て は こ れまで の受験 ･ 試験勉強で はな

く､ じ っ くりしらべ ､ 考えるもの であ っ たほうがよ い

だろうと考えて い るからである｡ 私 の レ ポート課題 は

以下の ようであ っ た｡

( α) こ れ まで講義で と りあげた テ ー マ に つ い て

さ らに深めてまとめ よ

(β) これまで の 学生か らでた意見 ･ 感想 ･

質問の な

か で
､ 質問に つ い て は解答が でて い な い も の に つ い て

はそれ へ の解答を､ ま た意見に つ い て は それ - の 反

論 ･

賛同または自分なりの 意見を論述せよ

( γ) こ の講義全体 - の意見 ･ 感想 ･

今後 - の 改善意

見 ･ 提案を

< 資料 1 > と < 資料 2 > に ､ ( γ) に つ い て の レ ポー

トに表われた学生の反応をピ ッ クア ッ プ してある ｡
こ

れ も原文をみてもらえばわか ると思う｡ ま た こ こ に示

した の は
､

一

部で はあるが ､ 特殊な
一

部 でなくほぼ全

体的なとらえか たであ っ た と思う｡ < 資料 1 > は1 99 4

年 2 月 の レ ポート､ < 資料 2 > に は1 9 94 年 9 月 の レ

ポ ー トである｡

こ う い うやりか たを実施 してわ か っ た こ と､ そ の意

義など

もうす こ し補足して､ こ の や りか た の 意義な どに つ

い て次にまとめてお きた い ｡

(1) まず､ 講義形態をとる限り､ 全面的と は い えな

い が
､ 学生が主体的に参加しうる講義に な っ て い る の

では な い かと考えられ る ｡ そ れ は資料 1 ､
2 に引用 し

たもの の他に次の ような感想か らも推察できる｡

｢ 学生 の 意見を限り無くとり いれ た こ の 講義は い い

と思 い ます - - 先生と学生の 間 で バ ッ テリキ ャ ッ チ

ボール が成立して い るか らです+ (9 4 年 2 月)

｢私 が入学してから初めてである｡ 先生と の連絡網

が確立され た講義は ･ - ･ ･

質 問しろ と い われてもなか な

か 自分た ちか らは言えな い ｡ お そらくこ の 講義でも発

言をもとめ たらまず発言者はでなか っ た だろう｡
だか

ら今の現状に マ ッ チした進め方と思う｡ + (9 4年2 月)

｢ こ の 講義の最大の特徴は学生 の授業 へ の積極的参

加 ､ そして学生にと っ て は授業を受けて い ると いうよ

り講義の 中に入りこ める感じがする の で大変有り難 い

こ とだと思 い ます｡ 大学で は自分の知識量を増やすた

めだ けでなく､ 自らの 意識を確立させ必要とあらば教

授の見解に反論する ことが本当だとたしか先生は言 っ

てお られたと思 いますが ､
こう いう意味でこ の 講義は

真に大学の 講義と い える の では - -

+ (9 4年 9 月)

｢ こ の講義で 一

番良か っ た の はやはり学生の 意見を

一

回
一

回先生が 目を通 し､ それ - の 意見や補足をして

プ リ ン トとして配 っ てくれ た こ とだと思う｡
こ の ょう

に積極的に学生とともに授業を つ くりあげようと努力

して下さる ことはありがた い ｡
い ろ い ろな人の 意見を

知 るこ とはとても重要である し､ 自分と異な っ た考え

方や ､ 自分が浅くしか考えて い なか っ た問題に本当に

真面目にとりくん で い る人が い る と い うこ と に対し

て
､ と ても良 い 刺激をうけた｡ 今後もこ の プリ ン トを

配布 し続けて い っ て欲 し い ｡
サ ン プ ル回覧も - ･ - - 今

後改善してほし い こ ととして は黒板の字 の大きさがあ

げられ る
｡ あと の方少し大きくな っ たが ､ もう少し大

きめに - -

｡ と ても楽しく実り多い講義だ っ た し､ 地

学も魅力が伝わ っ て きた｡ + (1 9 94 年 9 月)

も っ と議論したりするほうが より積極的で あろう

が
､ 講義形態の なか では こう い うやりかたがありうる

だろうと いうこと ､ また経験的には理系の学生などは､

挙手して の質問とか議論とかに は の っ て こ な い ､ ま た

当世学生気質からかもしれな い が ､ 大勢 の なか で の議

論はそう成功しな い だろうと思われ るか らである｡ こ

れも上記の学生の 声にでて い る ｡ ま た こ の やりか たは

逆に マ ス プ ロ で やらざるをえな い 現実に対応できるや

りかたであろうとも思う｡ こう い うやりかた で､ と か

く
一

方通行 となりが ちな講義を教師と学生の 相互に交

洗､ また学生もこ の 講義に参加して い る の だ ､ 講義を

構成して い る重要な パ ートナーと い うこ とが徹底する

講義になる｡

(2) 私 の話に反対意見とか ､ 論争を い どんでくる学
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生が い たら
､
こ れ は頼もし い と

､ 嬉しくなりその 意見

とともに簡単に反論を書い たりする｡ ま たよほ どひ ど

い 悪意にみちたり､ 品位を疑うようなもの でなければ､

大概 の苦情な ど の意見もの せ るようにして い る｡ こ れ

ら の効果は教具が正 直にからだごとぶ つ か っ てきて い

ると感 じる の で はな い だ ろうか ｡

(3) こ の ような学生の 声 ･ 感想を､ 公開､ プ リ ン ト

として配布した結果､ 学生同士 ､ で の 啓発､ 共感と い

う点の効果が大変大き い と い うこ とがわか っ た｡ 自分

は こ の程度の事 しか考えなか っ た がも っ と深く考えて

い る奴が い る ､ と関心したり､ や はりみん なも同じ感

想だ っ た の か ､ と の 強 い 共感､ あ る い は ､ 私 の訴えた

い こ と - の 積極的対応､ か なり良 い感想､ 広 い知識の

披渡があ っ たりする､ そ れ は他 の学生に と っ て同学年

の学生が そ こまで考えて る の か とか ､ そ んな知識を

も っ てる の か ､
と大変刺激になるようで ､ 相 互刺激､

相互啓発の効果は実に大であるこ とがわか っ た｡

以下 の感想もその
一

端を示して い ると考える｡

｢ 私 は こ の 講義の プリ ン トで他の ひ と の感想をよむ

のが とても楽しみだ っ た ｡
こ れまで の プリ ン トを見て ､

今 でも､ し っ か りした考えをも っ た人だ , よく こんな

事知 っ て い ると感 じたり､ こ の 人は自分 と同じ意見だ

とうれしくな っ たり､ こ の意見はち ょ っ と ･ - - と 思 っ

た りする ｡ 普通だ っ た ら友達同士 でも それ ほ ど詳しく

話たり､ 本音 の意見を い っ た りしな い であろう｡

酸性雨や原爆 ･ 原発と い っ た テ
ー マ で通常何の 接触

もな い 他 の 学生の 考え方を知 る こ と が できてよか っ

た
｡ しか も本音が 2 ､ 3 行 の 中におさめ られて い る の

がすご い ｡

- -

本物 に ふ れ られた の もよか っ た｡ 特 に

原 爆の話 の と き､ ウ ラ ン 鉱石 が ま わさ れ G M カ ウ ン

タ ー の ビ リ ビ リと いう音がず っ と講義室でして い て そ

の昔をききながら広島の 惨状の写真をみ たり悲痛な体

験談を読む の は人間の 営み の不条理や皮肉な運命が思

いや られて考えこ んでしま っ た｡ + (1 9 94 年 2 月)

｢ い ろ んな人の 意見があると授業 の 内容に豊か さが

増すこ とを知 っ た｡ 自分が考えな い こ とを考える人 が

い れば
､
あ ると こ ろには ｢ こ の 人も同じ意見なの だ+

と思う人も い た｡ 授業は先生の 意見だけが先行 し､ そ

の こ とをす べ てと誤解しそうになるが ､ 実際には意見

が異な っ て それ で は私 は どうかと考える ことが重要

だ
｡

- -

楽 し い授業でした+ (1 99 4 年 9 月)

｢ こ の講義の特徴としては私たちを い ろん な意味で

尊重してくれた点だ と思う｡ 私達に実体験させ てくれ

た鉱物回覧や コ ン パ ス で の作業､ 偏光板 ､ もそうであ

る し
､ 毎授業はじめ の プリ ン トも｡ こ の 意見感想は ､

私 た ち の無知さに ぐ っ と入り込んでくる｡ こ の プ リ ン

トで ､ 驚く位皆が い ろんな こ とに関心して い たり､ 考

えた りして い て ､ 逆 になんて 自分は何も考えて い ない

の だ ろうと いうこ とを恥ずか しくな るくら い に教えら

れた ｡ 皆 の 意見は先生の授業 へ の感想だけではなく同

じ机を並 べ て い る私たち生徒 へ の違 っ た観点としても

とても役立 っ て い た ように思う｡ こ の 方法は今後も続

けて い っ て ほ し い なと思う｡ + (1 99 4 年9 月)

学生同士で意見が異なり､ プ リ ン トを通しての
一

部

議論にな っ たりする の もた の し い ｡ エ ネ ル ギ
ー

問題
･

環境問題 ､ 人類 の未来などに つ い て である｡

(4) 学生に と っ て､ 大学で の勉学とは何か の
一

端を

学 べ たと いう学生も い たようだ｡ 以下 の感想がそれを

語 っ て い る｡ ｢ 私 は最初こ の 講義のや り方に戸惑 っ た｡

感想や意見を授業 の都度書く こ とや 多量 の サ ン プ ル

等｡ い ま まで授業中､ ほ とん ど感想や意見な ども っ た

こ とがなか っ た
｡
た だ授業を聞 い て内容を理解して覚

えて い るだけ｡ しか し毎 回配られる プリ ン トにたくさ

ん の意見が の っ て い て ､ 他 の 人が考えながら授業をう

けて い る こ と に気づ かされ た｡ そして そ の意見が
一

人

ひ とり違 っ て い る こ とも｡ 私 にと っ て授業の 取組み姿

勢を考え直すき っ か けにな っ た こ とは非常に良か っ た

と思う｡ ･ - -

も し改善点をかくなら､ 板書を間をあけ

て順に書 い て い くとわかりやすく見やす い黒板に なろ

と思う+ (19 9 4 年 9 月)

(5) 教師に と っ て こう い うや りか た の効果は ､ 講義

をや る の が楽しくなる こと であろう｡
つ まり つ ぎの講

義 - の フ ァイ トを生み出してくれる こ とになる ｡ 準備

が少しは大変だが ､ 毎回､ 学生が どんな反応をしめ し

てく れた の かな､ と いう点気になるし､ そ こ で力を い

れた 分だけ反応はよ い ､
と い うの が通則である ｡ 良 い

反応をうるため にも､ そ れなりの 工夫と準備をして し

まうこ ともある ｡ 感想を読むの は最大の楽しみ である｡

力を入 れて訴えた こ と が どれ だ けうけとめ られ たか

な ､ と毎回の ア ン ケートに期待する｡ と い うこ とは ､
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次回は学生をも っ と ひき つ けてや ろうと い う具体的

フ ァイト源となる｡ 準備不足の と こ ろは学生の 反応は

よくな い ｡
や はりとうなずくこ ともある｡ よ い 感想を

うるために 工夫をや っ て み る こ とになる｡ と いう こ と

で
､ 講義を十倍楽しくや る方法で もある と思 っ て い る ｡

単 に面白 い と いうの でなく､ 教育と は感動を与えるこ

とと いう名言 (井尻 ､
1 9 72) があるが､ まさに学生に

知的感動
･

大学らし い 知的刺激を与えた い と思う｡

(6) こ れ らの 7
o

リ ン トづくりは大変ではな い か と い

う質問をよくうける ､ 私 は ニ ュ ー ス づくりなど い ろん

な場でや っ てきた こ ともあ っ たが ､ そう いう経験が こ

こらに役立 とうとは思 っ て い なか っ た が､ 2 - 3 時間

くら い ､ 講義の あと時間をさく こ とによ っ てで きる｡

あ る い は 2 - 3 時間にまとめうる範囲での 処理 とわり

き っ て い る｡ あまりに時間をとりすぎてもこれ は現実

的ではな い か らである｡ もう 一

つ こう いうこ とができ

る の は実にワ
ー プ ロ の おか げである｡ デ ィ ス プ レイを

みながら直接編集 ･ 文章化 してしまうこ とにして い る｡

プ リ ン トアウトの 後で ミ スや不足な点をみ つ けてもあ

とは手書きの補足
･

修正 で済まし､ 印刷にまわす こと

にして い る
｡

(7) サ ン プ ル回覧は好評である｡ こ れ は受験 ･ 試験

勉強の なか では こう いうゆとり､ 本当の知識がわすれ

られが ちな現実､ 忘れ られてきた彼らの過去 - の ア ン

チテ ー ゼ でもあろう｡ 本当の 理解には ､ 目 と耳か らの

情報だ けでなく､ 五感を使うと いうこ と の重要性を指

摘して い る こ とに なろう｡

以下 の ような感想があ っ た

｢ こ の 講義は とにか く実物に触れる のが良か っ た ｡

い ままで石炭も聞 い た こ としか なか っ た - - 僕 が教員

にな っ て先生の と こ ろ - 鉱物など借りに い っ て い い で

すか+ (19 94 年 2 月)

｢ こ の 講義で い ちばん印象に残 っ て い る の はオ パ ー

ル の輝きです｡ ･
･ - ･ で きれば ポケ ッ トに入 れてしま い

た い ほ ど､ それ ほ ど感動したの です｡ 本当に ! ! こ ん

なふうに目で見て感動 ､
手 で触 っ て実感､ 鼻で時代の

深さをか ぐこ とができました
･ - -

+ (1 99 4 年 9 月)

(8) 私 の経験か らは ､ 教職 の 高学年では ､
こ れまで

長く ｢無味乾燥な教養 ( & 専門) の講義をうけてきた+

と いうの で ､ こ の講義をより新鮮にうけとめた と いう

こ ともあ っ たか もしれな い ｡ 或 る い は理学部の 高学年

で ､ 専門だけに集中するの でなく ､ 自然科学概論的内

容 の教育が求め られて い る こ とを示唆して い る とも感

じた｡ 教職 の講義は高学年の学生 ､ 教養では 1 年生と

い う点でのうけとめ方の 違 い も い くらか あ っ たように

思う｡ 高学年ではそれなりの見解 ･ 見識を示すと感じ

た点もあ'っ た｡

(9) 学生参加､ と いう こ とで ､ 以前歌舞伎の ありか

たになぞらえて歌舞伎の 舞台は観衆とともに つ くるも

の
､ 観衆が の っ て こ な い とよ い 舞台はできな い と の ､

歌舞伎役者( 市川猿之助) の言葉に言及 した こ とがあ っ

た
｡ 今年正月､ たまたま歌舞伎を鑑賞する機会があ っ

た
｡ そ んな視点で観客 の様子をも観察に つ とめて みた

が
､ 観衆 の注意は舞台に惹き付けられ たまま､ そ こ で

は
､ 観衆同士 の私語などな い ､ 観衆 の心は

一 に舞台に

引き付けられたままである｡ 歌舞伎は高 い 入場料､ 席

料をはら っ てきて い る人たちであるとも い える｡ 大学

とて高 い ､ 高 い授業料をはら っ て い る の だか
- -

0

げに ､ 歌舞伎の 舞台を つ く るように､ かなり高 い 目

標ではあるが､ 大学 の講義でもその 中身にお い て学生

を い かに強くひき つ けうるかだ ろうと､ 思う｡

教育は､ 相互に啓発､
一

緒に つ くると い う面

べ て の 講義がそうである べ きとは考えな い が ､

す

は

重要であろうと信ずる｡ 私 の 師 の 一

人である中山勇さ

んから ｢ 学生に学び､ 学生と ともに講義を つ くり ､ 共

に成長しようと い う思想は人類の進歩を信ずる思想で

あり
､ 先哲の 思想その もの です｡ + と いう コ メ ン トを以

前頂 い た こ とがあるが ､ むしろ こ れは今後の 目標にし

てゆか なければ ､ 今後貫か なければと肝に銘じて い る

と こ ろである ｡

(1 0) 感動 ･ 新鮮さ
･

わ か る
･

楽し い と い うことを私

は大事にした い ｡ 実物教育と いうの もそれ が基本にあ

るか らである ｡
そう いうこ とにか かわ っ て ､ 教職 の 講

義の ときに

｢ こ の 講義は僕にと っ て はとても新鮮 でした ･ ･ - ･ 教

師に なれた暁に は､ ぜ ひ子供たちが心から楽し い と思

えるような教育をした い ､ しか し先生も毎週たくさん

プ リ ン ト つ くる の大変 で したね､ 本当に ご苦労様+ ､ ｢ 私

も教師になれ たらこ の 講義をみならノ

い た い+ と い うよ

うな声が毎年あ っ た の は最も嬉しか っ た こ とである｡
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この や りか たの 限界と今後の課題

こう い うや りか たを専門の 講義でや っ て み た｡ かな

り力を い れ て準備した時は それ なりの 反響 があ っ た

が
､
日常的には それ ほ どの 反響は なか っ た と いうの が

実情である. 質問がすこ し出る程度
･ - ･ ･

.

一 つ に は
､

専門は ､
地質科学の 場合少人数で ､

ま たか なり基礎的､

地道に つ みあげる 内容も多く､ こ れを逐
一 深く印象づ

ける ･ 感動させ る､ と い うわけにもゆか な い だ ろうか ､

そ れ とも研究の 最前線に密接 に関連した毎回の 内容で

工夫すれば も っ と惹き付けられ ると い うこ と だ ろう

か ｡ ま た専門で は､ そ れ ほ ど準備をしなくて も
ー

応 の

と こ ろを こ なせる と いうことが ､ 講義に臨む姿勢で ､

マ ン ネリをきた して い る場合もあろうか と思われる ｡

こ こ らの と こ ろは私にと っ て の研究課題 ･ 分析課題で

ある｡

ま た少人数 の場合､
一

般的に こう いうやりか たは不

適切であるか ､ と いうとわか らな い 面も残 っ て い る｡

地質科学科 の 1 年生必修の 基礎地球科学の講義では約

20 人 ほ どの ゼ ミ形式で ､
テ ー

マ に もと づ い た各自の 発

表を中心にし､ そ の後 ､
全体 で討論と い うこ とに して

い るが
､ 討論 の ときには でて こ な い 意見や気持 ちが感

想用紙には い ろ い ろでてきて
､ 学生さん恥ずか しがり

屋､ は に か み屋 であるら し い ｡

や はり こ の やりかたは教養教育 ､ あ る い は教職科目

と い っ た ､ 多く の学部学科を対象と した､ あ る い は今

回や っ た ような環境問題 ､ あ る い は自然科学概論的な

自然系 ､ 人文社会系を捻合したような講義で こ そ最も

効果的であるようだ ｡ だ だ こ れ以外の もの に対しても､

今回や っ た教育実践の 意義を発展的に敷街するならば

様々 な可能性はあるように思う｡

教養教育の さらなる充実 ･ 改善をめ ざして

大学で の教育改革が全国的課題 とな っ て い る現在､

新潟大学でも､ 大教 セ ン ターを軸に ､ 各学部で
一

時 の

熟に終わ らな い 継続的努力が必要だ ろう｡ 新潟大学と

は どん な大学か ､ そ こ の 理学部に は どう いう特色があ

る の か ､ そ の 中の 地質科学科 は ? 自然環境科学科 と

は ? ､ と ､ そ れ ぞれ の特色がとりわけ問われ る｡ 教育

も､ そ の 日標があ っ て こ そ､ それにむ けた方向性が求

め られ る｡ 今 の 改革の 波 (熟) に の っ た動きだけでな

く ､ 是非継続する ､ 新潟大学独自の ユ ニ ークな教育改

革の端緒を見 い だす べ きだと思 っ て い る｡

た だ
､
状況はそれほ ど簡単でもな い ｡ 多く の学部か

ら の 学生を対象に した教養科目の講義をや っ てみて ､

感 じた点が
一

つ あ る｡ そ れ は理系と文系と い うこ とに

つ い て である｡ 文系 の学生が理系の 講義を聴講したが

らな い と
､ 問題に な っ て い る こ とにも関連する｡ つ ま

り
､

一 つ 特徴的な意識として ､
自分は文系であると い

うこ とが錦の みは た の ごとく行間に或る い はあか らさ

まに言 っ て い る感想によくであう｡ 文系 の自分にはそ

う い う数式や単位や専門用語は難し い ､ と拒否してし

まう｡ 思うに これ は受験体制の もたらした 一

つ の 歪み

である面も大き い ｡
たしかに理系､ 文系と いう分業も

あろうが ､ 受験勉強 ･ 受験体制の なかで文系試験にう

か るため には理科 ･ 数学不要､ 理系をうけるにはその

逆と いうこ とに な っ て い るらし い ｡ 法学部の学生で ､

地球に ビ ル が どん どん建 つ と地球 の密度が 大きく な

る
､
と い う誤答には､ 大きな問題を感じた｡ 理科 の 基

礎をもし っ かり修め な い で ､ 環境問題の 裁判がきちん

と判断できるであろうか ､
マ ス コ ミ に勤務 したとして

正 しく報道でき るだろうか ､
企業に勤務 して住民に ･

消費者に安全を保障 でき る だ ろうか ･ - - と ｡ ま た 同時

に入試科目は大学が課 しており､ さらに今そう いう学

生が い る と い う現実からそ れを どう変革す るか と い

う､ 大学に身をおく我 々 の 課題もある｡

学生による授業評価も試行的に行われて い る ｡ そ の

活用 も前述の ように大学の独 自の 目的を明確化するよ

うな改善に役立 つ なら是非実施する こ とが望まし い ｡

た だ数字がひ とり歩きし､ 画
一

的評価基準にならぬか

と､ 個性もお しな べ て の 数値だけで の
一

面的比較に な

らぬ かと
一

抹 の危倶は覚える｡ たしか に板書はわかり

やすく ､ 大き な声で ､
シ ラ バ ス どおりに

- - と い う全

項目満点のほうがよ い かもしれな い が ､
基本は教具の

個性もあるし､ そ れなりの持ち味があ っ て､ 全体 とし

て新潟大学の教育目標に それ ぞれが ､ 最大限可能なや

りか たで ､ 自 己 の最善 のもの をだしあ っ て寄与するこ

とが最も重要な視点であろうと､ 私 は思 っ て い る ｡ そ

れ に つ け ても新潟大学の教育目標 ･ 特色を､ こ の 機会

- ∂∂ ‾



にぜ ひ 創り上げた い も の である ｡

さ い ご に

我々 は現実主義者 ､ リ アリ ス トであらねば ならな い ｡

い ま現に目のまえに い る学生を､ 不十分な点はあるに

しても､ 4 年間を通して い か に育てあげるか ､ 日本 の

将来を担う若者､ 人材を育成するか ､ が問題である｡

ま た我 々 は理想主義者であらねばならな い ｡ 大学では ､

それ が本来も つ べ き自由に依拠し､ 知性 ･ 理性 ･ 創造

性にもとづき､ ま た人類の福祉 ･ 平和にむか っ て高 い

理想をも語る者､ 高 い 理想をめ ざす者でなければ と思

う｡ 教育とは感動を与えるこ とである ､ と いう句があ

る｡ 私 は これを今後も金科玉条とした い ｡
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< 資料 1 >

理学部教職科 目地学概論ⅠⅠ (9 4 年2 月) へ の感想 ･ 意見 ･ 改善点

｢ ひ さ しぶ りにや るき満点 の 講義 に出会えた と思 い ます｡ 感想

や 意見を書かせ る の は･もと よ り それ - の 回答も毎回プ リ ン トに

載せ て皆 にくば る の は な か なか で き ない ｡

｢ コ ン パ ス を つ か っ た り偏光板をま わし た り鉱物をみ た りと

授業に参加して い る の だ と い う実感 があり ま した｡ 普段 一 方通

行の 授業が 多い の で ･ - -

0 +

｢ 感想を の せ るの はよ か っ た ｡ 自分 の が の っ て い る と思うと い

つ も ドキドキ して楽しか っ た ｡ お もし ろ い の で感想は い つ も全

部読ん だ｡ 先生の コ メ ン しも楽しか っ た+

｢ こ の 授業で よか っ たと 思う の は生徒 の 意見が授業に反映す

ると い う こ とだ っ た ｡ 他 の 授業で は
一 方的知識 の 伝達 に お わ っ

てしまう､ しか しこ の 授業で は 意見感想をかく と必ず つ ぎの 時

間に なん らか の 解 答が か え っ て きた｡ 授業 が
一

方通 行 で な く

い っ しょ に 考え て い る ん だ と い う 気が して と て もお もし ろ

か っ た ｡ - - 他 に こ の ような授業が なくて と ても面白か っ た ｡ 短

か っ たが得 るもの は お お きか っ た で す｡ あり が とう ご ざ い ま し

た
｡+

｢ 感想意見がある と自然と熱心に授業をきく こ と に な る の で

こ れ か らも続けてく だ さ い ･ ･ - ･ 実物を み る 感動 は話 だけより

ず っ と効果的､ 集中講義､ 凄坊に よる 欠席 の 多い 私 ですが楽し い

講義 熱意と気迫にあふ れ た 講義( おせ じ じゃ ない で す) 有難う

ござ い ま した+

｢他 の 講義 と全く違 い 科学 の わ た した ち の 身近 な現状を考え

させ られ る もの で した｡ 他 の 人 の 意見も よか っ た です｡ 賛成 した

り､ 反発 し た り ･
:
･ -

サ ン プ ル も. こ の よう な楽 し い 授業 こ れ か ら

もが んば っ てく ださ い+

｢ こ の 地 学概論ⅠⅠは と て も ユ ニ ー

クで 毎回他 人 の 意見が よ め

ると はと て もた の しか っ た ｡ 個人的に は 科学史の 講義 がある と

よ か っ た ｡
一

つ
､ 板 書は改善して ほ し い+

｢大学の 授業 で生徒 に興味を持 たせ よ うと して い る は じめ て

の 授業 でした｡ プ リ ン トの 字は もうす こ し大 きく+

｢ こ の 講義で 多くの こ と を考え させ られ た
- - 次の よう な提

莱/感想 は必ずかくもう少 し広 い 部屋 でお こ なう/ 石 ひ ろ い に い

く+

< 資料 2 >

｢完全に 聞けた の は半分位ですが な か なか面白か っ た です｡

が
､
私 は地 学が 聞きた か っ た+

｢授業 で環境問題 の 意識が たか ま り ま した｡ 個人 の 意識が た か

ま る こ とが 問題解決 の 近道だ と お もう､ そ れ に よ っ て 大企 業も

応 じてく るの で は｡ と こ ろ で毎回こ れ だけの 文字(意見感想) を

ワープ ロ でう つ の は大変だ ろうと感じた+

｢ 地学概論と い う名で ある が そ れ だ けにか ぎらず自然科学
一

般に も多くふ れ て い て よ か っ た ｡ こ の 講義内容をも っ と 拡張し

たような内容の 講義もあ っ て よ い の で は｡ ま たみ ん な の 意見と

い うの も人に よ っ て と らえ方が違う の もわ か っ て よか っ た今は

科学 に つ い て 友達 どうし議論す る こ と は ほ と ん どな い の で は

- - - +

｢ 他 で は聞けな い 講義内容 で標本回覧 な ど手 でふ れ る こ とが

で き る学問を実感 しま し た+ ｢ こ の 講義 の 授業形態 はと て も気に

い っ て い る
｡
理 由: 他 の 学生が どの よ うな意見をも っ て い るか

わか る｡ 学生の 意見に対して教官が どの よ うな考えをも っ て い

るか わ か る｡ 自分 の 意見を直接教官や学生に ぶ つ け られ る｡ 教官

や 学生の 情熱が つ た わ っ てく る｡ 学部の 授業 で こ の よう に教官

が自分の 考えを どん どん ぶ つ けて くる よう な講義 が ほ と ん ど な

か っ たの で と ても好感 がもて た｡ 自分 の 意見が教官と同じでも

違 っ て い て もこ の ような講義だ と と て も活気が で てよ い こ と だ

と思う｡ こ れ か ら もこ の ような講義を続けて い ただ きた い ｡ こ の

一

年間で
一

番自分に刺激を与え てくれ る講義でした｡ 有難う ご

ざ い ました｡+

｢感想の 話をして か ら本題 に 入 り､ 学生の リ ク エ ス トにも応じ

て くれ る｡ と い う講義の すすめ か た は 良い と思 い ます｡ 話の 中身

も面 白くて鉱物に ふ れ た りで き た の もよか っ た ｡ ビ デ オ もつ か

えた らよ りよ い 講義に な る と思 い ます｡ 楽し い 講義有難う ご ざ

い ま し た｡+

｢鉱物等の 回覧物が講義 の 終わり の 方だ とゆ っ く り見れ な い/

講義の 始め に 内容 の ガイ ダ ン ス が ある と よ い/ 感想等をか く 時

間がもうすこ しある と い い/ 意見感想を省略せ ずに 全部載 せ て

ほ し い/ 地 域活動や ボ ラ ン ティ ア 活動な ど の 体験を レ ポートさ

せ て は ? +

教養科目 ･ 地学主寛 (9 4 年 9 月) へ の 学生 の 感想 ･ 改善意見か ら

｢ 私 は こ の 教養科目の 地 学主題Ⅰ をふ りか え り ､ 講義をうけた

と い うより､ 講義に参加した と い う ある種積極的感想をも つ こ

とが でき る｡
一

つ に は 関係資試料 が回覧さ れ､ 学生は 実際に 本物

に目を触れ､ 直接 さわ っ てみ た りと､
一 種 の体 験学習 が で きる場

に な っ て い た ｡ ･ - - もう 一

つ 学生 の なか に も様々 な意見や体験

をも っ た 人が い ると い う こ とも こ の 講義 で 感 じた こ と で ある｡

そ れ は意見 ･ 感想を次回の プ リ ン トに掲載して い た だ い たか ら

と思う｡
- - 賢人会議の 講義 で聞 い た こ と もあるが ､ 大学改革 の

中で重要な の は魅力ある授業､ 学生が 魅力を感じる授業が重要

で
､ 先生と学生 が

一 体 に な っ て つ く りあげる､ そう い っ た授業の

見直 しが 必要と考え る+

｢ こ の 講義は 明 らか に他の 講義と は 異色 な感 じが しま した｡ 実

際 の 鉱物 な どの サ ン プ ル をまわ して くれ た こ と と､ プ リ ン トの

お も しろ さ な どです｡ - -

た だ
一 つ 改善 した方が よ い と こ ろは

サ ン プ ル に夢中になり授業をききの が して し ま っ たり､ サ ン プ

ルが 時間内に回 っ て こ ない こ と - - ･+

｢ こ の 講義 の 目指して い るも の は学生参加 ､ 実物サ ン プ ル 重

視､ 真実直視､ 真剣に考え た い ､ と い う こ とで した が､ こ の 講義
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をふ りか え っ てみ ると き ち ん と実行 で きた と 思 い ます｡ 今ま

で疑問に お も っ て い た こ と や 感動 した こ と な どを先生 や 他 の 学

生に伝える こ とが で きて よ か っ た ｡ 他 の 学生の 意見や感想をみ

て
､
い ろ い ろな考えか た をし っ た り､ その 意見に つ い て自分なり

に考えたりでき たの もとて もよ い 機会だ っ た ｡ あと ､ プ リン ト は

図が 多すぎてす こ し解 り にくか っ た ｡ +

｢ ･ ･ ･ - とく に良か っ た の は ､ 回覧物が 多く五感をフ ル に使 っ て

授業をうけられ た こ と です｡ 本当に｢百聞は
一

見 にしかず+ だ と

思 い ま した+

｢ 人が どん な こ とを考え て い るか ｡ 感 じ方に も違 い が ある､ そ

の こ と を知り た い けれ ども そう い う機会 が大学 へ 入 っ て か ら

減 っ て い ます｡ 講義で も自分 の 前 へ 立 つ 人を 一 方的にうけ い れ

る形式 です｡ しか し､ こ の 講義 は違 っ て い ました｡ お互 い の 意見

を反映させ る場が あ るの で す｡ 期待 が
一 杯 に つ ま っ て い る よう

な｡ 私 は大賛成 で す｡ 自分 の 意見が載 っ て い たりする と ますます

や る気もでて きて､ 参加 して い る な､ と い う実感も満 足感が わ き

ます｡ ま た答えにY e s と かO K とか が 登場してくる と距 牡も近く

な っ たような気がします｡ 1 週 間でまと め て プ リ ン トに する先

生の 努力と熱意も本当によく伝わ っ て き ます｡ こ の 形式が広ま

ると 自分自身に と っ て も今と 違 っ た見方が でき る気が して い い

の で すが ｡ 本当に参加で き て 良か っ た なと いう満足感で
一 杯 で

す｡+

｢ 今期 の こ の 授業 は楽 しか っ た ｡ 事実眠 ( な っ たの は 1 回だ け

だ っ た
｡

･ ･ - ･ 改良を望む の は 黒 板の 利用法 に つ い て で ､ 学生の

ノ
ー

ト幅を考慮 して い ただ き た い o ･ ･ ･ - まとめ と して, 授業 の 質

はか なり 良 い と 思 い ます｡ 今 後の 方 向もこ れ で よ い か と思 い ま

すが ､ 学生 に常識的質問す るなどして授業中に ス キγシ ッ プ を

図る こ とをして み て は い か が で しょ う+

｢ 鉱物 を実際に み て感じる こ との で き る体験学習はよか っ た ｡

先生も ご 自分 の 研 究内容を われ わ れ 学生なの に 懸命 に つ たえよ

う としてく だ さ る の が 伝 わ っ て きて､ 先生 の 意欲に 我々 も応え

ね ばならな い と奮起を侃 さ れ る思 い が しま し た｡ 先生 が
一 生懸

命講義 してく だ さ る分､ それ は私達の 取り 組む 姿勢
一

つ で期待

以上 の もの が得 られ た り､ もしく はそ の 道も い える と思 い ます｡

そ れ に甘ん じて､ 授業中に ジ ュ ース を飲ん で パ ン を食べ マ ン ガ

を読 んで い た学生が い ました が､ そう い うもの は即刻退場 にし

てしま っ て かま わな い と思 い ます｡ ･ - -

+

｢ 大学 の 講義 とは 本当に面白 い もの だ と つ く づ く感 じた｡ 教授

陣の 個性が全面に押 し出され ､ 専 門的な知識もうる こ とが で き､

か つ 自分 の 意見をも つ こ と が で きる､ 人間の 成長に は 欠かせ な

い もの だ ろう｡ 大学は就職や 出世の 手段 で はなく､ 真実 と正 義を

追求す ると こ ろ と い う言葉 がある が そ の 言葉 どお りだ - - だ か

ら私 は大学が大好きだ ｡ こ の 講義 は私 に して み れ ば摩 クラ ス の

こう ぎであ っ た ｡ ただ
一 つ だ け意見を い わせ て もらうと先生の

主張をもう少し出し て もよか っ た の で は､ そうす ると 学生の 皆

な反対なり賛成なり意見をよりあらわ に したか も - - しか し私

にと っ て こ の 講義をうけ られ幸せ に思 い ､ 満足 して い る ｡ あ りが

と う ご ざ い ました｡+
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